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リー（Matthew Calbraith Perry, 1794-1858）は1853（嘉永 6 ）年に日本を開
国させる目的を持って，艦隊を率いて浦賀に来航し，翌54年には江戸湾に再び
来航し，日米和親条約を結んだ．この時，テイラーはペリーに同行し日本を訪


































































月，1882（明治15）年 3 月と合計 3 回にわたり来日しているが，来日時には日
本各地をめぐり，日本の風景や日本人の生活ぶりを記録している．



























Sketch of the Salem Lyceum, with a list of the Officer and Lectures Since Its
Formation in 1830”，1879．）も収録されている．以下ではこの記録を主に使
用し，セイラム・ライシーアムにおける日本を題材とした講演の実態を検討する．






















・「公教育，セイラムにおける公立学校の起源」（Public Education, with a
sketch of the origin of public schools in Salem）
・「人間の知性」（Human Mind）
・「呼吸」（Respiration）














































































































モースはその生涯で 3 回にわたり日本を訪れている．第 1 回目は1877年 6 月











































期，箕作佳吉（prof. Kakichi Mitsukuri, Ph.D）が「日本の社会生活」（the
Social Life of Japan）と題した 3 回連続講演を実施している．正確に言えば，
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詳しくは，Kenneth Cameron ed., The Massachusetts Lyceum during the
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